
維新政治を終わらせる絶好のチャンス！ 

身勝手な辞職選挙で新しい大阪をつくろう 

 

１．松井一郎大阪府知事（大阪維新の会代表）と吉村洋文大阪市長は昨日、任

期途中での辞職届を提出し、４月７日の統一地方選挙投票日に合わせた府知

事・大阪市長選挙に臨むことを明らかにしました。この際、松井一郎氏が大阪

市長に、吉村洋文氏が大阪府知事に入れ替わって立候補することを正式に表明

しました。 

 

２．大阪維新の会は、「都構想」実現のための２度目の住民投票実施に関わって

昨年末に公明党との「密約」を暴露し、駆け引きを行ってきました。しかし、

それが思惑通りに運ばないとして任期途中で辞職し、同時選挙が行われます。

それぞれの議会に重要な来年度予算を自ら提案し、審議中であるにもかかわら

ず府政、市政を投げ出す背信行為です。 

 「都構想」は大阪市を廃止し４つの特別区に分割して、権限も財源も「大阪

都（府）」に吸い上げて一人の指揮官でやりたい放題の体制をつくるものです。

これを多くの大阪市民が見抜き４年前の住民投票で審判が下ったものです。「大

阪市をなくすな！」の声は今でも健在であり、大阪市の廃止・解体を市民は許

しません。 

 

３．「都構想」の行き詰りによる身勝手な辞職・同時選挙ですが、１０年続いた

維新政治を終わらせる絶好のチャンスでもあります。カジノと大規模開発に突

き進む維新政治に終止符をうち、住民のくらし一番の大阪府政、大阪市政を取

り戻すために力をあわせましょう。 

 

２０１９年３月９日 大阪革新懇代表世話人会 


